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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・11月20日（日）キリン福祉財団助成事業オン
ラインセミナー「学校から「来ないで」と言
われた経験から考える 地域の教育・子育て
環境」を行いました

・国立精神・神経医療研究センターと一社）精
神障害当事者会ポルケの共同研究「被災経験
をもつ精神障害当事者・支援者を対象とした
インタビュー調査」（福島県）に協力しまし
た

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2022年11月20日（日）19：00～21：00頃 オンライン（zoom）

オンラインセミナー「学校から『来ないで』と言われた経験から考える
地域の教育・子育て環境」を開催しました

公益財団法人キリン福祉財団「キリン・地域のちから応援事業」
として、オンラインセミナー「学校から『来ないで』と言われた
経験から考える 地域の教育・子育て環境」を開催しました。
44名のご参加がありました。
講師は、桐原さん、小野さん、高木さん。それぞれのご経験と、
その時々の心情もですが、そこから「何を考えたか」「何をした
か」のお話は、教育に関する様々な問題の核心に迫るものがあり
ました。コメンテーターの川島さん、山田さんからは当事者とし
て子育てをするお立場からの率直かつ温度のあるコメントをいた
だきました。
第２部のシンポジウムは山田裕一さんのファシリテートの元、①
差別の問題、人権意識を当事者としてどう持つべきか、②学校に
行けることの意義、③これからの学校教育に望むこと、について
様々な意見が出されました。第１部ファシリテーターの須藤さん
も参戦。それぞれ、自身のことに引き付けながら、俯瞰する視点
からの言葉もありました。日ごろ社会活動をされているみなさん
だからこそのお話だったのではないかと思います。
ご参加のみなさまからもチャットで意見が表明されるなど、活発
な話し合いになりました。

今後の企画に今回の話の
要素も入れていきたいと
思います。



❁お申込❁
メールにて、
①お名前
②送付先住所
③電話番号
④メールアドレス
⑤ご希望の冊子、部数
（各5部以内、6部以上の場合お問合せください。
在庫状況によりご希望に沿えない場合があります）

⑥メッセージなど
をお知らせください。uneven.npo@gmail.com（凸凹ライフデザイン）まで。
＊送料のご負担をお願いしております。レターパックライト等で郵送いたします。

わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

10/14-10/17 一社）精神障害当事者会
ポルケ・国立精神・神経医療研究センター
の共同研究「被災経験をもつ精神障害当事
者・支援者を対象としたインタビュー調
査」（福島県）に協力しました

東日本大震災を経験した精神障害当事者の皆さま、
また当事者を支援していた立場の皆さまに当時の
ことから現在の防災対策までを伺いました。切実
な経験を教えてくださいました。

『発達障害者の私たちと精神医療』
当事者の私たちにとって生活の一部となっていることも多い精神医療。どのように
日ごろ医師や病院とかかわっているか、どのように思っているか、当事者の率直な
言葉を多数掲載。
発達/精神障害当事者・当事者の周囲の方々へお尋ねしたwebアンケートの結果も
載せています。（A5判94頁）
（一社）パイロットインターナショナル日本ディストリクト 第3回パイロットクラブ・チャレ
ンジ助成金事業

『発達障害者のためのWRAP® BOOK―枠組みの構築―』
精神障害者の主体的な生活に大きく寄与しているWRAP（元気回復行動プラン）。
発達障害者の私たちがWRAPを行うにあたって、どのような工夫が可能か―「枠組
み」を中心に考えました。（A5判64頁）
（公財）ヤマト福祉財団 2022年度障がい者福祉助成金事業

『発達障害当事者の多様な仕事観』
コロナ禍で仕事のスタイルが大きく変わった方も多いのではないでしょうか。テレ
ワークやウェブ会議も生活の一部となり、通勤などに困難を感じる私たち障害当事
者の仕事の選択の幅も広がったと一般的にはとらえられているようですが、実際私
たちはどう感じているのでしょうか。改めて当事者の声を集めました。仕事観に関
するwebアンケート結果、セミナー報告等も掲載しています。（A5判92頁）
（公財）キリン福祉財団 令和4年度キリン・地域のちから応援助成事業

啓発冊子頒布中！ 郵送対応いたします

好評既刊

詳細はこちらから
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